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関西学院大学 大学共同研究「東日本大震災関連共同研究」の概要
（｢東日本大震災後の『技術』と『移動』の価値観の変容に関する学際的研究｣）
関西学院大学「Zero Carbon Society 研究センター」では、2010年10月の設立以来、低炭素社会におけ
る「人間の移動」と「移動価値」に着目して、そのあり方について学際的な視点から理論的、実証的にア
プローチしてきた。
だが、2011年月11日に発生した東日本大震災は、われわれの生活、価値観を一変させた。東日本大震
災および福島原発事故後の社会状況と人々の価値観の変化をふまえて、電気自動車（EV）、スマートグ
リッドなどの低炭素技術、エネルギー技術、移動技術、情報技術を含む、技術および移動と生活者の関係
を探ることが、Zero Carbon Society 研究センターにおいても緊急に対処すべき課題となった。
そのような状況のもと、2011年月に関西学院大学は、過去に阪神・淡路大震災を経験した大学として、
その研究能力をこの震災からの復興のために活用して社会に貢献すべく、東日本大震災により発生してい
るさまざまな問題に関する研究を対象として、被災地域のみならずグローバルな視点も含めた様々な視点
から取り組む「関学らしい研究」を、「大学共同研究」の2011年度公募研究（助成期間：2011年月
〜2012年月）として募集をおこない、選考の結果、Zero Carbon Society 研究センターの研究課題「東
日本大震災後の『技術』と『移動』の価値観の変容に関する学際的研究」が採択された。
本研究では、東日本大震災および福島原発事故後の社会状況と人々の価値観の変化をふまえて、被災地
の現状、震災・原発事故からの教訓をもとに、電気自動車（EV）、スマートグリッドなどの低炭素技術、
エネルギー技術、移動技術、情報技術を含む、技術および移動と生活者の関係を探り、カーシェアリング
や観光の実態調査などを通じて被災地の復興に貢献することを目的としている。また、本研究を通して、
「3.11」以降の生活者にとっての技術・移動価値の変容を解読し、復興をめざすべき社会像を提示する。
そして、日本社会学会による震災研究「東日本大震災と日本社会の再建――地震、津波、原発震災の被
害とその克服の道」にも参画し、東日本大震災に対する研究センターとしての学術的責務も果たしていく。
【研究メンバー】
研究代表者 奥野 卓司（関西学院大学社会学部教授・研究統括）
研究分担者 久保田 稔（関西学院大学社会学部教授・医学）
角所 考（関西学院大学理工学部教授・情報工学）
角野 幸博（関西学院大学総合政策学部教授・都市計画学）
関 嘉寛（関西学院大学社会学部准教授・ボランティア論）
研究協力者 阿部 栄一（関西学院大学社会学部特別研究員・自動車工学）
岩見 和彦（関西大学社会学部教授・教育社会学）
工藤 保則（龍谷大学社会学部准教授・若者論）
中津 良平（国立シンガポール大学教授・ロボット工学）
南 裕一郎（関西学院大学 Zero Carbon Society 研究センター客員研究員・都市社会学）
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「東日本大震災関連共同研究」活動報告
第回研究会
日 時 2011年	月日
場 所 関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 第教授研究館
出席者 奥野卓司、久保田稔、角所考、関嘉寛、阿部栄一、岩見和彦、南裕一郎、小谷敦子
議 題 研究方針・目的の確認、調査地域の選定
第回研究会
日 時 2011年10月29日
場 所 関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 第教授研究館
出席者 奥野卓司、久保田稔、角野幸博、角所考、関嘉寛、阿部栄一、岩見和彦、南裕一郎、岡本仁宏、
小谷敦子
議 題 関嘉寛氏、角野幸博氏による被災地調査報告
第回研究会
日 時 2012年月29日
場 所 関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 第教授研究館
出席者 奥野卓司、橋本俊、吉澤武彦、久保田稔、角野幸博、角所考、関嘉寛、阿部栄一、岩見和彦、
南裕一郎、小谷敦子、塩見翔、奥野圭太朗
議 題 橋本俊氏（河北新報記者）による「3.11後の移動」に関する講演
吉澤武彦氏（社団法人日本カーシェアリング協会代表理事）による「被災地ボランティア活動
を通じたコミュニティ形成」に関する講演
調査活動
奥野卓司、久保田稔 宮城県仙台市、石巻市などにおいて医療機関の復旧状況、医療の提供状態と被災
者のそこへのアクセスのためのクルマ、バス利用の状況に関する調査（2012年
月）
角野幸博 宮城県石巻市において市域の復興計画に関する調査（2011年	月）
工藤保則 宮城県松島町、七ヶ浜町において観光状況調査（2011年	月）
関 嘉寛 岩手県野田村において復興支援ボランティアに関する調査
南裕一郎 宮城県仙台市、石巻市、南三陸町、気仙沼市、岩手県陸前高田市、大船渡市にお
いて被災地コミュニティに関する調査（2012年月）
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